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⾙類の流通・取扱実態に係る事業者へのヒアリング結果
＜使⽤している名称（アワビ類等）＞
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使⽤している名称
⼀般的
名称例学名標準和名

現⾏ガ
イドライ
ンへの
掲載 加⼯業者C加⼯業者B加⼯業者A⽔産商社豊洲市場

卸売業者5社

××××トコブシーHaliotis diversicolor aquatilisトコブシ○

××××メガイアワビ

アワビアワビ

Haliotis giganteaメガイアワビ○

×クロアワビ××クロアワビHaliotis discus discusクロアワビ○

×エゾアワビ××エゾアワビHaliotis discus hannaiエゾアワビ○

××××マダカアワビHaliotis madakaマダカアワビ○

×アワビ×××ーNotohaliotis ruberアカアワビ○

×××××アワビHaliotis rufescensアカネアワビ○

×アワビ×アワビ×Haliotis laevigataウスヒラアワビ

×アワビ×アワビアワビアワビHaliotisミミガイ属○

×××××アワビStomatellaヒメアワビ属○

×××××ロコガイConcholepas concholepasアワビモドキ○

×︓“取扱無し”もしくは“種等の認識無し”



⾙類の流通・取扱実態に係る事業者へのヒアリング結果
＜⾙類の取扱状況（アワビ類等）＞
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結果ヒアリング対象
事業者

・マダカアワビ︓１、２回程度／年の取扱頻度。
・エゾアワビ︓3〜4,000円／㎏、その他のアワビ︓7〜8,000円／㎏
・アワビ（韓国産）︓種はエゾアワビ、同種でも国産に⽐べて安価である。

豊洲市場
卸売業者5社

・オーストラリア産の輸⼊品のウスヒラアワビHaliotis laevigataを輸⼊している。
・ヒメアワビ︓取扱無し。

⽔産商社

・アワビ類︓取扱無し。
・ヒメアワビ︓取扱無し。
・ヒメアワビは「アワビ」では無いという認識。

加⼯業者A

・アカアワビ︓オーストラリア産、天然、6,500円／㎏（殻付き）、「アワビ」と表⽰。
・ウスヒラアワビ︓オーストラリア産、天然または養殖、5,000円／㎏（殻付き）（養殖）、「アワビ」と表⽰。
・エゾアワビ︓韓国・台湾産、養殖（天然の取扱無し）、3,000〜3,500円／㎏（殻付き）、「エゾアワビ」と
表⽰。
・クロアワビ︓国産、天然、10,000円／㎏（殻付き）、「クロアワビ」と表⽰。
・ヒメアワビ及びアワビモドキ︓取扱無し。

加⼯業者B

・アワビ類、アワビモドキ及びヒメアワビ︓取扱無し。加⼯業者C



⾙類の流通・取扱実態に係る事業者へのヒアリング結果
＜使⽤している名称・⾙類の取扱状況（サザエ、アカニシ）＞
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使⽤している名称
⼀般的
名称例学名標準和名

現⾏ガイ
ドラインへ
の掲載 加⼯業者

C
加⼯業者

B
加⼯業者

A⽔産商社豊洲市場
卸売業者5社

×サザエ××サザエーTurbo cornutusサザエ○

アカニシガイアカニシ××アカニシーRapana venosaアカニシ○

×︓“取扱無し”もしくは“種等の認識無し”

結果ヒアリング対象
事業者

・「サザエ」と呼ばれる⾙は、１種しかないと認識している。
・アカニシ︓取扱は希。

豊洲市場
卸売業者5社

・サザエ、アカニシ︓取扱無し。
⽔産商社
加⼯業者A

・サザエ︓国産を使⽤。
・アカニシ︓ブルガリア（⿊海）産を使⽤。

加⼯業者B

・アカニシ︓ブルガリア（⿊海）産のむき⾝で輸⼊されているものを使⽤。加⼯業者C



⾙類の流通・取扱実態に係る事業者へのヒアリング結果
＜使⽤している名称（ツブ・バイ類）＞
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使⽤している名称
⼀般的
名称例学名標準和名

現⾏ガ
イドライ
ンへの
掲載 加⼯業者C加⼯業者B加⼯業者A⽔産商社豊洲市場

卸売業者5社

××××マツブ

ツブ・バイツブ・バイ

Neptunea polycostataエゾボラ○

××××Neptunea constrictaチジミエゾボラ○

××××Neptunea arthritica
cumingiiチョウセンボラ○

××××Neptuneaエゾボラ属○

××××イソツブBuccinum middendorffiエゾバイ○

××××Buccinum tsubaiツバイ○

××××トウダイツブBuccinum isaotakiiシライトマキバイ○

ツブガイ×××Buccinumエゾバイ属○

×︓“取扱無し”もしくは“種等の認識無し”



⾙類の流通・取扱実態に係る事業者へのヒアリング結果
＜⾙類の取扱状況（ツブ・バイ類）＞
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結果ヒアリング対象
事業者

・ツブとバイは⾙殻の形で分けている。
・マツブ︓2,000円／ｋｇ、主に刺⾝⽤。
・バイ︓1,000円／ｋｇ
・⼀つの箱に何種類も⼊っている。

豊洲市場
卸売業者5社

・ツブとバイの区別に、共通の基準は無く、売る⼈によるのではないか。⽔産商社

・ツブ及びバイ︓取扱無し。
加⼯業者A
加⼯業者B

・「ツブガイ」としてエッチュウバイBuccinum striatissimumを使⽤。
・むき⾝の物は、種に関係なく｢バイ｣とは⾔わない印象を持っている。殻付きの物で無ければ、｢バイ｣とは⾔わない。

加⼯業者C



⾙類の流通・取扱実態に係る事業者へのヒアリング結果
＜使⽤している名称・⾙類の取扱状況（アカガイ、サルボウ）＞
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使⽤している名称
⼀般的
名称例学名標準和名

現⾏ガイ
ドライン
への掲
載

加⼯業者
C

加⼯業者
B加⼯業者A⽔産商社豊洲市場

卸売業者5社

アカガイ×××アカガイーScapharca broughtoniiアカガイ○

××アカガイ（サルボウガイ）×サルボウーScapharca kagoshimensisサルボウガイ○

×︓“取扱無し”もしくは“種等の認識無し”

結果ヒアリング対象
事業者

・アカガイ及びサルボウガイ以外の近縁種の取扱は無い。豊洲市場
卸売業者5社

・アカガイ、サルボウガイ︓取扱無し。⽔産商社
・サルボウガイ︓かつて、有明海産を使⽤していたが、量が確保できないため、現在は中国産を使⽤している。
・原材料名には「アカガイ（サルボウガイ）」と表⽰。

加⼯業者A

・アカガイ、サルボウガイ︓取扱無し。加⼯業者B
・アカガイ︓かつて、中国産を使⽤していた。⾙殻を取り寄せ、その形態からサルボウガイでは無い事を確認した。加⼯業者C



⾙類の流通・取扱実態に係る事業者へのヒアリング結果
＜使⽤している名称・⾙類の取扱状況（イガイ類）＞
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使⽤している名称
⼀般的
名称例学名標準和名

現⾏ガイ
ドラインへ
の掲載 加⼯業者C加⼯業者B加⼯業者A⽔産商社豊洲市場

卸売業者5社

××××ムールガイムールガイMytilus galloprovincialisムラサキイガイ○

××××ムールガイーMytilus coruscusイガイ○

×××ムールガイ×Mytilus chilensis

×××××Mytilus edulis

×××××パーナガイPerna canaliculusモエギイガイ○

×︓“取扱無し”もしくは“種等の認識無し”

結果ヒアリング対象
事業者

・ムラサキイガイ︓ムールガイで⼊荷。
・イガイ︓ほとんど取扱無し。ムールガイで販売。
・ムラサキイガイ（国産）︓200〜700円／kg
・カナダ産イガイ類︓輸送費⾼騰に伴い3000円／kg（3年前は700〜1,000円／ｋｇ）

豊洲市場
卸売業者5社

・Mytilus chilensisを「ムールガイ」として販売。
・Mytilus chilensis（チリ産）︓900〜1,000円／kg（殻付きボイル）

⽔産商社

・イガイ類︓取扱無し。加⼯業者A
・カナダ産イガイ類︓加⼯原料として販売。「ムールガイ」として販売。加⼯業者B
・かつて、ニュージーランドやチリ産のイガイ類を使⽤していた。加⼯業者C



⾙類の流通・取扱実態に係る事業者へのヒアリング結果
＜使⽤している名称・⾙類の取扱状況（カキ類）＞
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使⽤している名称⼀般的
名称例学名標準和名現⾏ガイドラ

インへの掲載
加⼯業者C加⼯業者B加⼯業者A⽔産商社豊洲市場

卸売業者5社

×××カキ
カキ

ーCrassostrea gigasマガキ○

××××イワガキーCrassostrea nipponaイワガキ○

×××××ーCrassostrea ariakensisスミノエガキ○

－︓“取扱無し”もしくは“種等の認識無し”

結果ヒアリング対象
事業者

・イワガキは他のカキと区別される事はあるが、マガキを含めて「カキ」として扱っている。
・「スミノエガキ」は認識していない。

豊洲市場
卸売業者5社

・オーストラリア産のマガキを使⽤。
・「カキ」として扱っている。

⽔産商社

・取扱無し。

加⼯業者A
加⼯業者B

加⼯業者C



⾙類の流通・取扱実態に係る事業者へのヒアリング結果
＜使⽤している名称・⾙類の取扱状況（ミルクイ等）＞
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使⽤している名称
⼀般的名称例学名標準和名

現⾏ガイド
ラインへの掲
載 加⼯業者C加⼯業者B加⼯業者A⽔産商社豊洲市場

卸売業者5社

××××ミルクイ、ミルガイミルガイTresus keenaeミルクイ○

××××シロミルシロミルPanopea japonicaナミガイ○

×××クロミルガイ×Cyrtodaria siliqua

×︓“取扱無し”もしくは“種等の認識無し”

結果ヒアリング対象
事業者

・ミルクイとシロミルは明確に分けている。
・最近は「シロミル」の価格が上がってきている。
・「⿊ミル」の存在は知っているが、取扱は無い。

豊洲市場
卸売業者5社

・Crytodaria siliquaには標準和名は無いという認識である。⽔産商社

・取扱無し。
加⼯業者A
加⼯業者B
加⼯業者C



⾙類の流通・取扱実態に係る事業者へのヒアリング結果
＜使⽤している名称・⾙類の取扱状況（シジミ類）＞
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使⽤している名称
⼀般的名称例学名標準和名

現⾏ガイド
ラインへの掲
載 加⼯業者C加⼯業者B加⼯業者A⽔産商社豊洲市場

卸売業者5社

××

シジミ

×

シジミシジミ

Corbicula japonicaヤマトシジミ○

×××Corbicula fulmineaタイワンシジミ○

×××Corbiculaシジミ属○

×︓“取扱無し”もしくは“種等の認識無し”

結果ヒアリング対象
事業者

・シジミ類は種によって分けておらず、名称は、総称である「シジミ」を使⽤している。
・近年はタイワンシジミの⼊荷は無い。

豊洲市場
卸売業者5社

・取扱無し。⽔産商社
・インドもしくは中国産を使⽤。
・通常は、むき⾝の冷凍品で⼊荷。
・種を確認するため、殻を取り寄せたところ、シジミの仲間であることは確信したが、種判別には⾄っていない。
・近年はタイワンシジミの⼊荷は無い。

加⼯業者A

・取扱無し。
加⼯業者B
加⼯業者C



⾙類の流通・取扱実態に係る事業者へのヒアリング結果
＜使⽤している名称・⾙類の取扱状況（アサリ類）＞
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使⽤している名称
⼀般的名称例学名標準和名

現⾏ガイド
ラインへの掲
載 加⼯業者C加⼯業者B加⼯業者A⽔産商社豊洲市場

卸売業者5社

××アサリ×アサリーRuditapes philippinarumアサリ○

×××××アサリRuditapes variegatusヒメアサリ○

×︓“取扱無し”もしくは“種等の認識無し”

結果ヒアリング対象
事業者

・ヒメアサリの取扱無し。豊洲市場
卸売業者5社

・取扱無し。⽔産商社
・アサリ︓中国産を使⽤。
・アサリ︓通常は、むき⾝の冷凍品で⼊荷。
・種を確認するため、殻を取り寄せて、アサリであることを確認した。

加⼯業者A

・取扱無し。
加⼯業者B
加⼯業者C



⾙類の流通・取扱実態に係る事業者へのヒアリング結果
＜使⽤している名称・⾙類の取扱状況（ハマグリ類）＞
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使⽤している名称
⼀般的名
称例学名標準和名

現⾏ガイ
ドラインへ
の掲載 加⼯業者C加⼯業者B加⼯業者A⽔産商社豊洲市場

卸売業者5社

ハマグリハマグリハマグリ

×

ハマグリ

ーMeretrix lusoriaハマグリ○

×

ハマグリ

Metetrix lamarckiiチョウセンハマグリ○

×Metetrix petechialisシナハマグリ○

×Metetrix meretrixタイワンハマグリ○

×Metetrix lyrataミスハマグリ○

×Metetrixハマグリ属○

×︓“取扱無し”もしくは“種等の認識無し”

結果ヒアリング対象
事業者

・「ハマグリ」として流通しているものの9割が「チョウセンハマグリ」である。
・種で分けておらず、「ハマグリ」として扱っている。

豊洲市場
卸売業者5社

・取扱無し。⽔産商社
・中国産を使⽤。
・「ハマグリ」として⼊荷。むき⾝であり、種は確認できない。

加⼯業者A

・中国産、千葉県産を使⽤。
・「ハマグリ」で⼊荷しており、種名は調べていない。

加⼯業者B

・中国産、ミャンマー産を使⽤。
・「ハマグリ」として⼊荷。むき⾝であり、種は確認できない。

加⼯業者C


